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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
葉書の記入情報を覆い隠すための隠蔽用ラベルが、予め葉書用紙に添付されている隠蔽用
ラベル付き葉書セットであって、
　切り取り用ミシンで区画され、個人情報記入欄が表示された葉書部を有する矩形状の葉
書用紙と、
　前記葉書用紙上に重ね合わされ、該葉書用紙の長辺に沿った一側端部付近で接着され、
前記葉書部の個人情報記入欄を覆い隠すことが可能な面積を有する隠蔽用ラベルが剥離可
能に貼付されている隠蔽用ラベル貼付用紙と、
　前記葉書用紙上及び前記隠蔽用ラベル貼付用紙上に、前記葉書用紙と略同一サイズから
なるクーポン用紙が重ね合わされ、
前記葉書用紙と前記隠蔽用ラベル貼付用紙とが接着されていない他端側で、前記葉書用紙
と前記クーポン用紙が接着されている、
　ことを特徴とする隠蔽用ラベル付き葉書セット。
【請求項２】
前記隠蔽用ラベル貼付用紙は、前記葉書用紙の長辺方向に対する幅寸法が、前記葉書用紙
の幅寸法よりも短い寸法で形成されていることを特徴とする請求項１記載の隠蔽用ラベル
付き葉書セット。
【請求項３】
前記隠蔽用ラベル貼付用紙が、裏面側に、貼付後に剥離可能な粘着剤が塗布された粘着剤
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層を有するラベル用紙と、その粘着剤層の下側に貼付されている剥離紙とから構成されて
いることを特徴とする請求項１記載の隠蔽用ラベル付き葉書セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、葉書に記入された個人情報を覆い隠すための隠蔽用ラベルを備えた隠蔽用ラ
ベル付き葉書セットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各種の案内として、郵便物の送り主から案内書を郵送する場合に、案内書などと
共に返信用の葉書を封筒に入れて郵送することが行なわれている。
　また、これらの封入する返信用の葉書については、個人情報保護として、郵送中におい
て第三者に個人情報が漏洩されることを防ぐためにも、葉書に記載した個人情報の領域に
、隠蔽用ラベルを剥離可能に貼り付けて外部から目視できない状態にして郵送することが
行なわれている。
　これらの隠蔽用ラベルについては、既に公知となっているものがある。（例えば、特許
文献１～３参照）
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１６６７６５号公報
【特許文献２】特開平１１－１２９６５４号公報
【特許文献３】特開平１１－３３４２５６号公報
【０００４】
　しかしながら、封入封緘機を利用して大量の返信葉書と隠蔽用ラベルとを一緒に封入す
る処理を行なう場合には、返信葉書と隠蔽用ラベルとを一体化させた状態として一回の処
理で封入封緘処理をすることが効率的であるが、従来の返信葉書や隠蔽用ラベルでは一回
の処理で封入封緘処理ができないという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は、封入封緘機を利用して大量の返信葉書と隠蔽用ラベルとを封入封緘
処理できるように、返信葉書と隠蔽用ラベルとを一体化させた形態とすることで、返信葉
書と隠蔽用ラベルとを無理なく封入封緘することができる隠蔽用ラベル付き葉書セットを
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の隠蔽用ラベル付き葉書セットは、　葉書の記入情報を覆い隠すための隠蔽用ラ
ベルが、予め葉書用紙に添付されている隠蔽用ラベル付き葉書セットであって、切り取り
用ミシンで区画され、個人情報記入欄が表示された葉書部を有する矩形状の葉書用紙と、
前記葉書用紙上に重ね合わされ、該葉書用紙の長辺に沿った一側端部付近で接着され、前
記葉書部の個人情報記入欄を覆い隠すことが可能な面積を有する隠蔽用ラベルが剥離可能
に貼付されている隠蔽用ラベル貼付用紙と、前記葉書用紙上及び前記隠蔽用ラベル貼付用
紙上に、前記葉書用紙と略同一サイズからなるクーポン用紙が重ね合わされ、前記葉書用
紙と前記隠蔽用ラベル貼付用紙とが接着されていない他端側で、前記葉書用紙と前記クー
ポン用紙が接着されている、ことを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の隠蔽用ラベル付き葉書セットは、前記隠蔽用ラベル貼付用紙は、前記葉
書用紙の長辺方向に対する幅寸法が、前記葉書用紙の幅寸法よりも短い寸法で形成されて
いることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の隠蔽用ラベル付き葉書セットは、前記隠蔽用ラベル貼付用紙が、裏面側
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に、貼付後に剥離可能な粘着剤が塗布された粘着剤層を有するラベル用紙と、その粘着剤
層の下側に貼付されている剥離紙とから構成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の隠蔽用ラベル付き葉書セットは、葉書用紙上及び隠蔽用ラベル貼付用紙上にク
ーポン用紙が重ね合わされ、葉書用紙とクーポン用紙が接着されているので、葉書用紙と
隠蔽用ラベル貼付用紙とクーポン用紙とを一体化させた状態で、葉書用紙の長辺側から封
筒に対してクーポン用紙と共に無理なく封入封緘処理を行うことができるという効果があ
る。
 
 
 
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットを、図面に基づいて詳細に
説明する。
　図１は、実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットの斜視図、図２は、図１のＡ－Ａ
線断面図が示されているが、実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セット１は、図１に示
すように、上側から順番に、表紙２と、クーポン用紙３と、葉書用紙４と、が下側に重ね
られ、それらが一側端部付近で接着剤８ａ，８ｂにより接着され一体化されている。
【００１３】
　更に、接着剤８ｂで接着されている一側端部とは反対側の端部付近の葉書用紙４上には
、葉書用紙４の用紙サイズよりも小さなサイズを有する隠蔽用ラベル貼付用紙５が重ねら
れている。
　そして、葉書用紙４とクーポン用紙３とが接着されている一側端部と対向する反対側の
一側端部付近で、葉書用紙４と隠蔽用ラベル貼付用紙５とが接着剤９により接着されてい
る。
　これらの表紙２と、クーポン用紙３と、葉書用紙４と、隠蔽用ラベル貼付用紙５とは、
いずれも矩形状に形成されており、接着剤８ａ，８ｂ，９により接着されている上記の一
側端部は、いずれも重ねられている用紙の長辺に沿った一側端部付近で接着されている。
【００１４】
　図２の断面図に示すように、隠蔽用ラベル貼付用紙５は、裏面側に、貼付後に剥離可能
な粘着剤が塗布された粘着剤層５ａを有するラベル用紙５ｂと、その粘着剤層５ａの下側
に貼付されている剥離紙５ｃとから構成されている。
　ラベル用紙５ｂの裏面に設けられている粘着剤層５ａに使用されている貼付後に剥離可
能な粘着剤は、従来から公知の再剥離可能な接着剤を用いる。
　これは、ラベル用紙５ｂを葉書用紙４の葉書部４ａに貼付させた後に、その葉書の受取
人が、ラベル用紙５ｂを剥離させて、葉書の記入内容を見ることができるようにするため
である。
　ラベル用紙５ｂには、ラベル用紙５ｂの内側の所定の領域部分だけを剥離することがで
きるように、スリット枠６が形成されている。
【００１５】
　スリット枠６で剥離可能となる領域部分が、隠蔽用ラベル１０となり、その隠蔽用ラベ
ル１０は、少なくとも葉書用紙４の葉書部に設けられた個人情報記入欄１１の領域を覆い
隠すことが可能なサイズで設けられている。
　したがって、葉書用紙４の葉書部に設けられた個人情報記入欄１１の領域面積が、より
大きな面積である場合には、スリット枠６内のラベル用紙５ｂの面積も、個人情報記入欄
１１の領域面積以上に大きなサイズで形成される。
【００１６】
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　図３には、実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットを分解させた状態を示す斜視図
が示されているが、図３にも示すように、葉書用紙４には、接着剤８ａ，８ｂ，９が塗布
されている葉書用紙４の両側部分を切り取るために形成された切り取りミシン１２ａ，１
２ｂと、葉書部４ａと、その他の用途に使用する部分４ｂと、を切り分けるために形成さ
れた切り取りミシン１５とが設けられている。
　したがって、葉書用紙４を切り取りミシン１２ａ，１２ｂ，１５の三方から切り取るこ
とで、葉書部４ａを葉書として使用できるように構成されている。
【００１７】
　また、葉書用紙３上及び隠蔽用ラベル貼付用紙５上に重ねられているクーポン用紙３は
、葉書用紙４と略同一サイズからなり、クーポン用紙３に形成された切り取りミシン１６
ａ，１６ｂにより、クーポン用紙３に設けられたクーポン券部３ａと、クーポン控え部３
ｂとを切り取れるようになっており、切り取ったクーポン券部３ａをクーポン券として利
用できるようになっている。
【００１８】
　また、隠蔽用ラベル付き葉書セット１の最上位にある表紙２は、その隠蔽用ラベル付き
葉書セット１の用途に応じた種々の表示内容を印刷するなどしてあり、その表裏面に隠蔽
用ラベル付き葉書セット１の使用方法や注意書きなどが表示してある。
　また、実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セット１では、上位に隠蔽用ラベル貼付用
紙５が重ねられ接着された葉書用紙４に対して、それらの上側にクーポン用紙３と、表紙
２とを重ねて接着させた状態に関する実施形態が示されているが、本発明では、使用目的
に応じて、更に他の用紙などを重ね合わせた構成としてもよく、必ずしもこの実施形態だ
けに限定されるものではない。
【００１９】
　次に、実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セット１の使用方法について、図４及び図
５に基づいて説明する。
　例えば、隠蔽用ラベル付き葉書セット１は、封筒などに封入して郵送したり、また、手
渡しなどにより顧客に渡す。
　そして、隠蔽用ラベル付き葉書セット１を受け取った顧客が、葉書用紙４をする場合は
、葉書用紙４を切り取りミシン１２ａ，１２ｂ，１５の三方から切り取り、葉書部４ａを
分離した後、葉書部４ａに宛先を記入したり、個人情報記入欄１１に個人情報を記入した
り、その他の伝達事項を記入する。
【００２０】
　次に、隠蔽用ラベル貼付用紙５の隠蔽用ラベル１０の部分を剥離させる。
　そして、剥離させた隠蔽用ラベル１０を、葉書部４ａの個人情報記入欄１１上にその個
人情報記入欄１１を覆い隠した状態となるようにして貼付した後、郵便ポストに投函する
などして発送する。
　隠蔽用ラベル１０の裏面側に設けられている粘着剤層５ａは、貼付後に剥離可能な粘着
剤が塗布された層であるから、その後、葉書部４ａの受取人は、葉書部４ａの個人情報記
入欄１１上に貼付されている隠蔽用ラベル１０を剥離させることで、個人情報記入欄１１
の記入内容を見ることができる。
【００２１】
　上記のように、隠蔽用ラベル付き葉書セット１は、予め葉書用紙に隠蔽用ラベル貼付用
紙が接着され一体化されているので、葉書用紙の葉書部に第三者に見られては困る内容を
記入する場合でも、それらの記入領域を隠蔽用ラベル貼付用紙から剥離させた隠蔽用ラベ
ルを貼り付けて覆い隠して送ることができる。
【００２２】
　また、隠蔽用ラベル貼付用紙５のサイズの横幅寸法を、図３に示す状態よりも大きな横
幅寸法に形成することで、ラベル用紙５ｂの面積もより広くすることができる。
　例えば、個人情報記入欄１１を葉書部４ａの裏面側に設け、個人情報記入欄１１の大き
さも葉書面積に近い大きさとして設けた場合には、隠蔽用ラベル貼付用紙５のサイズの横
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幅寸法も、葉書用紙４の横幅寸法に近い寸法で形成し、スリット枠６内の面積も広くなる
ように形成することで、葉書部４ａの裏面の略全面に近い領域を隠蔽用ラベル１０で貼付
させて、記入された情報を覆い隠すこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットの斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本発明の実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットを分解させた状態を示す斜
視図である。
【図４】本発明の実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットの使用方法を説明するため
の断面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る隠蔽用ラベル付き葉書セットを用いて郵送させた葉書を
示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２４】
　　　　　１　隠蔽用ラベル付き葉書セット
　　　　　２　表紙
　　　　　３　クーポン用紙
　　　　　４　葉書用紙
　　　　　５　隠蔽用ラベル貼付用紙
　　　　　５ａ　粘着剤層
　　　　　５ｂ　ラベル用紙
　　　　　８ａ，８ｂ，９　接着剤
　　　　　１０　隠蔽用ラベル
　　　　　１１　個人情報記入欄
　　　　　１２ａ，１２ｂ，１５　切り取りミシン
　　　　　１６ａ，１６ｂ　切り取りミシン
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